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呪師走りと「翁」
南
大
門
で
の
薪
猿
楽
の
前
日
、
春
日
大
宮
社
の
拝
屋
に
お
い
て
大
和
猿
楽
四
座
の
長
が
舞
う
「
翁
」
は
、
室
町
期
以
来
、
「
呪
師
走
り
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
文
明
十
六
年
（
一
四
八
四）二月六日条に「於大宮拝屋辺、四座長共、色三番之儀有之、
号呪師走也」とあるほか、「興福寺明王院記録写』（能勢朝次「能
楽源流考』［昭和十三年。岩波書店］所引）にも、三月五日、
先
大
宮
舞
殿
ニ
テ
翁
三
番
里
ヲ
奏
ス
。
是
ヲ
呪
師
走
ト
云
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
春
日
大
宮
社
で
の
「
翁
」
が
「
呪
師
走
り
」
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
た
の
は
、
「
翁
」
が
も
と
も
と
呪
師
の
芸
能
で
あ
っ
た
か
ら
、
と
す
る
の
が
現
在
の
通
説
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
能
勢
氏
は
「
能
楽
源
流
考
』
第
四
章
「
翁
猿
楽
考
」
の
中
で
、
「
翁
猿
楽
は
呪
師
の
芸
能
が
其
の
基
本
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
発
生
当
時
は
、
呪
師
の
徒
に
よ
っ
て
演
ぜ
ら
れ
、
呪
呪師走りと「翁」
は
じ
め
に
「
翁
」
の
成
立
を
め
ぐ
る
二
三
の
問
題
Ｉ師が勢力を失ひ猿楽の徒が勢力を得る時代になって、猿楽がこ
れを演ずるに到ったものであらう」とし、その主要な根拠とし
て
、
「
薪
能
の
際
の
翁
式
三
番
を
、
後
代
ま
で
も
「
呪
師
走
り
」
と
い
ふ
名称を以て呼んで居る」事実を挙げている。同様の説は、表章
『大和猿楽史参究』（平成十七年。岩波書店）、天野文雄『翁猿
楽研究』（平成七年。和泉書院）においても全面的に継承され
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
の
能
楽
史
研
究
に
お
け
る
最
も
有
力
な
説
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
しかし、春日大宮社において「翁」が「呪師走り」と呼ばれ
ていた事実をもって、「翁」が呪師の芸能から発生したとする
のには、疑問がないわけではない。まず問題となるのは、「翁」
を「呪師走り」と呼んだ例が、興福寺の僧侶による記録以外に
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
春
日
社
の
社
家
の
日
記
に
、
「
薪
猿楽、スシ於社頭ハシリ了」（千鳥家蔵「永享二年御神事記』）
な
ど
と
あ
る
の
は
、
「
呪
師
走
り
」
と
同
じ
用
例
と
見
て
よ
い
と
恩
わ
れ
宮
本
圭
造
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る
が
、
「
翁
」
の
演
者
で
あ
る
猿
楽
側
の
資
料
に
は
、
こ
れ
を
「
呪
師
走
り」と呼んだ例が、不思議にほとんど見られない。金春禅竹の
『明宿集」にも、「毎年二月五日、大御前ニテ翁ヲマワシメタマ
フ
」
と
あ
る
の
み
で
、
「
呪
師
走
り
」
と
は
ど
こ
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
万
治
二
年
二
六
五
九
）
の
観
世
宗
与
（
庄
右
衛
門
元
信
）
筆
「
大
和
御
祭
之
事
・
五
調
子
之
次
第
」
（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
観
世
新
九
郎
家
文
庫
蔵
）
に
、
「
二
月
五
日
（
中
略
）
み
づ
や
ニ
テ
年
用
ノ
ス
ル
翁
ノ
シ
カ
タ
ヲ
、
シ
ュ
ジ
ハ
シ
リ
ト
云
也
」
と
あ
る
ほ
か
、
文
政
元
年
二八一八）の金春安住筆「呪師走之古事」（法政大学能楽研究
所
蔵
）
に
も
、
春
日
大
宮
社
で
の
「
翁
」
が
「
呪
師
走
り
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
安
住
の
考
証
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
時
代
が
下
っ
た
江
戸
期
の
資
料
で
あ
り
、
著
者
の
観
世
宗
与
、
金
春
安
住
は
と
も
に
古
書
の
探
索
に
熱
心
だ
っ
た
学
者
肌
の
役
者
で
あ
る
から、これを猿楽側の一般的な伝承と見るのは難しい。もし「呪
師
走
り
」
の
呼
称
が
「
翁
」
の
由
来
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
猿
楽
の
側
に
も
、
そ
れ
を
伝
え
る
何
ら
か
の
伝
承
が
残
っ
て
い
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
つ
の
疑
問
は
、
「
翁
」
の
呼
称
と
し
て
の
「
呪
師
走
り
」
の
用
例が、南都興福寺の薪猿楽、それも春日大宮社での「翁」に限
られている点である。同じく平安鎌倉期に遡る歴史を持つ春日
若
宮
御
祭
に
お
い
て
も
猿
楽
の
「
翁
」
が
演
じ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
を
「
呪
師
走
り
」
と
呼
ん
だ
例
は
皆
無
で
あ
り
、
薪
猿
楽
の
南
大
門
前
で
行
わ
れ
る「翁」についても同様である。南都以外の事例を見渡しても、
「翁」が「呪師走り」と呼ばれた例はまったく見られない。備
前
国
で
は
平
安
末
期
か
ら
室
町
期
に
か
け
て
、
吉
備
津
宮
な
ど
を
中
心
に
呪師の活動が確認され、例えば、「高倉院厳島御幸記」には、
治承四年二一八○）、備前児島において「国のずし」が「ず
し
は
し
り
」
す
な
わ
ち
「
呪
師
走
り
」
を
行
っ
た
由
が
見
え
る
が
、
こ
の
「
呪
師
走
り
」
も
そ
の
年
代
か
ら
推
し
て
、
「
翁
」
で
は
な
く
、
文
字
通
り
の
「
呪
師
走
り
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
備
前
国
で
は
こ
れ
以
降
も
呪師が精力的な活動を展開しており、康永元年（一三四二）の
奥書を持つ「備前国一宮社法」（「吉備津彦神社史料」所収）に、
奈良津村三社宮祭での「し画ぱしり」が、応永三十三年（一四
二六）の「備中国吉備津宮正殿御遷宮次第』に、渡物の次第と
し
て
「
呪
師
」
が
、
ま
た
、
文
明
頃
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
「
備
前
吉
備
津宮神事絵巻』（吉備津彦神社蔵）にも、同社の神事芸能とし
て「れん人の舞、ふかくの舞」などとともに、「し蘭はしり」
が見える。「備前国一宮社法』には、「楽頭」が、鼻長の面をか
け
て
、
「
ほ
こ
、
大
刀
、
弓
、
長
刀
、
け
ん
、
此
道
具
を
わ
き
は
さ
み
、
手
足
ノ
い
ん
け
う
に
て
け
ん
は
い
を
ふ
み
、
あ
く
ま
を
は
ら
」
う
と
い
う
呪
術
芸
の
次
第
が
記
さ
れ
、
こ
れ
も
呪
師
に
よ
る
芸
能
で
あ
っ
た
と
考
え
られるが、備前国の呪師はこうした呪術儀礼をかなり後代まで
（１）
伝
え
て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
彼
ら
が
「
翁
」
を
演
じ
て
い
た
痕
跡
は
ま
っ
た
く
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。
すなわち、「翁」Ⅱ「呪師走り」の関係は、あくまで興福寺
の
薪
猿
楽
に
お
け
る
特
殊
な
事
例
と
捉
え
る
べ
き
な
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
最
大
の
根
拠
と
し
て
、
「
翁
」
が
も
と
も
と
呪
師
の
芸
能
で
あ
っ
た
と
す
るのは、大いに問題があると考えられるのである。そこで本稿
では、薪猿楽における「呪師走り」の呼称から一旦離れ、「翁」
と
呪
師
と
の
関
係
を
あ
ら
た
め
て
見
直
す
こ
と
に
し
た
い
。
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呪師走りと「翁」
「翁」はまず呪師芸として成立し、その後、猿楽がこれを代行
した、というのが、能勢朝次「能楽源流考』以来の通説であり、
近
年
で
は
さ
ら
に
、
猿
楽
が
行
っ
て
い
た
「
方
堅
」
と
い
う
呪
術
儀
礼
と
の
関
わ
り
を
も
視
野
に
入
れ
、
「
翁
」
成
立
に
呪
師
が
深
く
関
与
し
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
天
野
文
雄
「
翁
猿
楽
研
究
ご
・
こ
れ
ら
はいずれも現在、「翁」の成立に関する通説となっているのであ
る
が
、
こ
の
通
説
に
対
す
る
反
論
が
こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例えば、後藤淑「続能楽の起源』「翁の原像」（昭和五十六年。
木
耳
社
）
は
、
尾
張
熱
田
神
宮
に
呪
師
と
猿
楽
が
一
対
の
も
の
と
し
て
参
勤
し
た
こ
と
や
、
伊
勢
猿
楽
に
お
い
て
呪
師
が
使
用
し
た
仮
面
と
翁
面
と
が
ま
っ
た
く
別
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
例
に
挙
げ
、
「
翁
」
は
あ
く
ま
で
猿
楽の芸であり、その猿楽の「翁」が「呪師走り」と呼ばれたのは、
翁
舞
に
「
呪
師
の
走
り
手
を
と
り
い
れ
た
に
す
ぎ
な
い
」
と
す
る
。
ま
た
、
山路興造「翁の座」「翁猿楽考」（平成二年。平凡社）は、呪師と
猿
楽
の
衣
裳
に
大
き
な
相
異
が
あ
り
、
「
翁
」
の
そ
れ
は
基
本
的
に
猿
楽
が
身
に
着
け
た
衣
裳
に
近
い
こ
と
、
猿
楽
の
芸
能
の
本
質
は
物
真
似
芸
に
あ
り
、
呪
師
に
よ
る
除
魔
的
・
祝
祷
的
芸
能
を
も
ど
い
た
の
が
「
翁
」
と
見
る
べきであることから、「翁猿楽は呪師の芸能の移譲というより、
呪
術
的
色
彩
の
強
い
呪
師
芸
を
、
猿
楽
の
本
質
で
あ
る
物
真
似
芸
に
よ
っ
て、より具象的に普遍させた猿楽独自の芸能」であると主張する。
私
も
、
両
氏
と
は
ま
た
別
の
観
点
か
ら
、
「
翁
」
は
呪
師
芸
で
は
な
く
、
、「翁」と呪師の芸能
猿
楽
の
芸
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
根
拠
の
一
つ
は
、
呪
師
の
芸
能
と
「
翁
」
と
の
間
に
見
ら
れ
る
、
芸
態
面
で
の
大
き
な
相
異
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
呪
師
の
芸
能
の
特
徴
は
、
「
呪
師
走
り
」
の
呼
称
が
示
す
よ
うに、足早な動作を主体とする「走り」の芸にあった。しかし、
「翁」は基本的に国士安穏天下泰平の祝詞を連ねる言祝ぎの芸
能
で
あ
り
、
そ
こ
に
「
走
り
」
的
要
素
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
翁
舞
の中で大夫が踏む「天地人の足拍子」に、呪師の「へんぱい」
と
の
関
連
を
見
る
説
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
部
分
的
な
一
致
で
あ
っ
て
、
老
翁
の
舞
と
言
祝
ぎ
を
主
体
と
す
る
「
翁
」
と
、
機
敏
な
動
き
に
よ
る
呪
師
の
「
走
り
」
の
芸
能
と
は
、
や
は
り
本
質
的
に
別
の
系
譜
に
連
な
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
摂
津
住
吉
社
の
お
田
植
え
祭
り
の
式
次
第
を
記
録
し
た
鎌
倉
後
期の「住吉太神宮諸神事次第』に、「次呪師一一座、次翁面三座、
猿楽長以下数輩立也」、あるいは「次呪師走也、次猿楽遊也」
と
あ
る
の
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
呪
師
と
猿
楽
の
芸
能
と
は
明確に書き分けられており、「翁面」すなわち「翁」の芸能は、
「
猿
楽
長
」
が
舞
う
も
の
と
し
て
、
呪
師
の
芸
能
と
は
別
扱
い
に
な
っ
て
いる。「住吉太神宮諸神事次第』は呪師がまだ命脈を保ってい
た
鎌
倉
後
期
の
記
録
で
あ
る
か
ら
、
「
翁
」
が
も
と
も
と
呪
師
の
芸
能
で
あったとするなら、呪師が演じて然るべきであろう。その「翁」
を「猿楽長」が演じているのは、「翁」が本来猿楽の芸能であっ
た
こ
と
の
明
証
に
他
な
ら
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
もっとも、「翁」の成立と呪師とが全く無関係だったという
の
で
は
な
い
。
京
都
や
南
都
の
大
寺
院
で
行
わ
れ
た
修
正
会
・
修
二
会
の
場
が
、
「
翁
」
と
い
う
新
た
な
芸
能
を
生
み
出
す
温
床
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
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す
で
に
諸
先
学
の
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
法
会
に
お
い
て
、
呪師と猿楽とは、しばしば一対になって参勤した。例えば、弘
安二年（一一一七九）の法成寺での修正会では、「次呪師三手、
猿楽等相随」ｓ勘仲記乞とあるほか、「釈氏往来」にも、法勝
寺での修正会について、「呪師猿楽等、互尽伎芸」とあり、呪
師と猿楽とが一体となって芸能を行っていたことが見える。
こ
う
し
た
呪
師
・
猿
楽
ペ
ア
の
参
勤
は
、
京
都
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く、尾張の熱田神宮でも同様であったことが、田島氏文書『応
永
二
十
六
年
大
宮
御
遷
宮
供
奉
人
差
定
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。
同
書所収「熱田大宮御遷宮供奉人事」は、熱田神宮の遷宮におけ
る
供
奉
の
次
第
の
先
例
を
記
し
た
室
町
期
の
文
書
で
、
そ
の
次
第
の
「
一
番
」
に
「
呪
師
・
猿
楽
」
が
挙
が
っ
て
い
る
。
下
っ
て
江
戸
中
期
の
貞
享
三年（一六八六）「熱田太神宮御遷宮諸事留』にも、
次
第
大
宮
右
呪
師
高
田
村
陣
内
新
右
衛
門
左
猿
楽
大
夫
大
岡
宮
福
とあり、大岡宮福（宮福大夫）とともに、高田村陣内に住む新
右
衛
門
な
る
人
物
が
、
呪
師
と
し
て
熱
田
神
宮
の
遷
宮
に
参
勤
し
て
い
た
ことが分かる。
大和猿楽の本拠地においても事情は同様であったらしい。興
福
寺
の
薪
猿
楽
が
鎌
倉
中
期
、
「
薪
呪
師
猿
楽
」
ｓ
興
福
寺
年
中
行
事
記
』
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
、
呪
師
・
猿
楽
ペ
ア
の
参
勤
を
示
唆
す
る
ほ
か
、
吉
野
山
の
年
中
行
事
を
記
し
た
室
町
時
代
の
『
当
山
年
中
行
事
条
匡
（
竹
林
院
蔵
）
に
も
、
吉
野
猿
楽
の
栃
原
・
檜
垣
本
二
座
が
、
呪
師
と
と
も
に
吉
野
山
天
満
宮
の
野
際
会
に
参
勤
し
て
い
た
こ
と
が
見
え
る
。
「
翁
」
が
も
と
も
と
呪
師
の
芸
能
で
あ
っ
た
と
す
る
説
も
、
こ
の
よ
う
な呪師と猿楽との密接な関係を踏まえてのものであるのだが、
両者がこのように深く関わりながらも、別々の存在として記録
されているのは、法会の場における呪師と猿楽との役割が、や
は
り
本
質
的
に
別
種
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
世阿弥の「風姿花伝』第四神儀に「魔縁を退け、福祐を招く」
と
あ
る
よ
う
に
、
芸
能
の
本
義
は
「
除
災
」
と
「
招
福
」
に
あ
っ
た
。
こ
のうち「除災」の役割を担ったのが呪師で、「招福」の役割を
担ったのが猿楽であった、と考えるならば、呪師と猿楽がペア
となって法会に参勤したことの意味がはじめて理解できよう。
呪師の芸能が「除災」を主眼とするものであったことは、『名
語記』の「呪師也（中略）アシキ事ヲ鎮スル呪術ノ芸也」とい
う
説
明
が
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
猿
楽
が
「
招
福
」
を
主
眼
と
す
る
芸
能
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
滑
稽
技
に
よ
っ
て
人
々
を
笑
わ
せ
る
烏
瀞
の
芸
と
の
関
連
で
、
「
招
福
」
の
機
能
を
持
つ
に
い
た
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、
呪
師
と
猿
楽
と
が
修
正
会
・
修
二
会
に
お
い
て
一
体
と
な
っ
て
参
勤
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
に
、
両
者
の
芸
能
が
互
い
に
補
完
し
あ
う
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
た
め
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
呪
師
と
猿
楽
と
は
、
い
わ
ば
車
の
両
輪
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
である。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
「
翁
」
の
性
格
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
な
ら
、
そ
の本質が、「天下泰平国士安穏」を言祝ぐ「招福」にあったこ
とは言うまでもない。例えば、「翁」の古形を伝えると考えら
れている上鴨川住吉神社の秋祭りにおける「翁」には、次のよ
う
な
詞
章
が
見
え
る
。
3２
Hosei University Repository
呪師走りと「翁」
ほ
わ
元
年
か
の
え
さ
る
の
御
年
に
（
中
略
）
六
勝
寺
ン
の
後
堂
に
楽
頭
集
り
、
方
固
め
候
へ
て
、
こ
の
や
翁
も
身
に
打
掛
、
か
み
に
は
鳥
兜
を
頂
き
、
顔
に
は
ぎ
し
や
く
せ
ん
と
い
へ
る
面
を
ひ
き
当
て
、
君
は
万
歳
お
は
し
ま
せ
と
、
お
祝
ひ
申
す
ば
か
り
な
り
。
こ
れ
は
「
翁
」
が
「
方
固
め
」
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
と
し
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に
見
え
る
「
翁
」
と
「
方
固
め
」
と
は
あ
く
ま
で
別
個
の
芸
能
で
あ
り
、
楽
頭
に
よ
る
「
方
固
め
」
に、
続いて、「君は万歳おはしませ」の祝言を述べるために「翁も」
登
場
し
た
、
と
解
釈
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
前
者
の
「
方
固
め
」
を
担
当
し
た
の
が
呪
師
で
あ
り
、
後
者
の
「
翁
」
を
担
当
し
た
の
が
猿楽であったと私は考えるのだが、呪師が「翁」の成立に関わっ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
翁
」
そ
の
も
の
の
成
立
と
い
う
よ
り
は
、
右
の
上
鴨
川
の
「
翁
」
詞
章
が
物
語
る
よ
う
に
、
「
翁
」
の
露
払
い
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
呪
師
の
関
与
が
窺
わ
れ
る
の
ではなかろうか。すなわち私は、猿楽による「翁」の前段に、
呪
師
に
よ
る
「
呪
師
走
り
」
が
あ
り
、
両
者
が
一
体
と
な
っ
て
除
魔
招
福
の
芸
能
を
演
じ
る
の
が
、
「
翁
」
の
古
い
形
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
て
い
る
の
だ
が
、
次
節
で
は
こ
の
問
題
を
さ
ら
に
詳
し
く
論
じ
る
こ
と
に
し
たい。「翁」成立をめぐる重要なテーマの一つが、「翁」の古形につ
い
て
の
問
題
で
あ
る
。
現
在
五
流
で
演
じ
ら
れ
る
「
翁
」
は
千
歳
・
翁
・
三番要の一一一部で構成されるが、この後に父尉・延命冠者が登場
一一、「翁」の古形
す
る
の
が
古
い
形
で
、
南
都
の
薪
猿
楽
や
若
宮
御
祭
り
で
は
、
長
ら
く
こ
うした形態で「翁」が上演されていた。鎌倉後期の弘安六年（一
一一八三）、春日若宮社の臨時祭で行われた興福寺の僧徒による
「翁」の模倣芸も同様の形態であり、鎌倉後期には千歳・翁・
三番里・父尉・延命冠者で構成される「翁」の基本形が成立し
て
い
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
弘
安
六
年
の
春
日
若
宮
社
臨
時
祭
に
お
け
る
「
翁
」
が
、
若
宮
御
祭
り
の
模
倣
と
し
て
行
わ
れ
た
臨
時
祭
で
の
上
演
で
あ
っ
た
点
に
留
意する必要がある。すなわち、ここに窺えるのは、若宮御祭り
に
お
け
る
「
翁
」
の
構
成
で
あ
っ
て
、
修
正
会
・
修
二
会
な
ど
の
寺
院
の
法
会
に
お
い
て
演
じ
ら
れ
た
「
翁
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
現
に
、
多
武
峰
の
維
摩
八
講
会
に
お
け
る
「
翁
」
で
は
、
「
法
会
之
舞
」
と
い
う
特
殊
な演出が伝えられており、「翁」の演出が、時と場、演者によっ
て
、
相
当
の
幅
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。
それは、「翁」の詞章についても同様である。現行五流の「翁」
詞
章
は
文
献
上
、
せ
い
ぜ
い
戦
国
期
の
享
禄
・
天
文
期
ま
で
し
か
遡
り
え
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
「
翁
」
の
詞
章
が
そ
れ
ほ
ど
新
し
い
も
の
と
は
考
え
難いが、現行の形が鎌倉後期まで遡るかどうかは大いに疑問で
あ
る
。
現
に
奥
三
河
の
鳳
来
寺
田
楽
、
古
戸
の
田
楽
、
あ
る
い
は
、
上
鴨
川
住
吉
神
社
の
翁
舞
な
ど
、
民
俗
芸
能
と
し
て
各
地
に
伝
わ
る
翁
舞
の
詞
章
は
現
行
の
「
翁
」
と
は
全
く
異
な
る
内
容
で
あ
り
、
そ
の
点
を
も
っ
て
み
て
も
、
「
翁
」
詞
章
が
室
町
・
戦
国
期
に
定
着
す
る
ま
で
に
、
幾
多
の
変
遷
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
大
和
猿
楽
以
外
の
猿
楽
、
す
な
わ
ち
丹
波
猿
楽
や
近
江
猿
楽
の
「
翁
」
の
詞
章
が
、
現
在
我
々
の
知
っ
て
い
る
も
の
と
は
大
き
く
違
う
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
十
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分にある。
例
え
ば
、
永
仁
五
年
（
一
二
九
七
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
い
う
『
普
通
唱導集」には、「猿楽」と題して次の句が見える。
老
翁
面
之
白
髪
羽
十
六
之
歌
無
滞
冠
者
公
之
鹿
眉
齢
廿
許
之
顔
有
粧
これは田口和夫「能・狂言研究」「翁猿楽三題」（平成九年。
三
弥
井
書
店
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
鎌
倉
後
期
の
「
翁
」
に
「
羽
は
十
六」という詞章があったことを示す貴重な資料なのであるが、
現
行
五
流
の
「
翁
」
の
詞
章
に
は
ど
こ
に
も
「
羽
は
十
六
」
の
一
文
が
見
ら
れ
な
い
。
田
口
氏
は
、
こ
の
「
羽
は
十
六
」
の
語
句
が
、
奥
三
河
の
古
戸
田
楽
の
三
番
翌
の
詞
章
に
見
え
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
内
容
が
「
現
実
に
は
あ
り
え
な
い
こ
と
を
つ
ら
ね
」
た
「
ほ
ら
話
的
な
も
の
」
で
あ
る
（２）
こ
と
を
紹
介
し
て
、
「
錘
日
通
唱
導
集
』
と
の
関
わ
り
を
探
ら
れ
た
が
、
新
井
恒
易
「
怯
惚
と
笑
い
の
芸
術
〔
猿
楽
屋
（
平
成
五
年
。
新
読
書
社
）
も
指摘するように、右の詩句は直接的にはむしろ次に掲げる、美
濃
北
方
ネ
ソ
ネ
ソ
祭
の
「
翁
」
詞
章
と
関
係
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
左
候
得
ハ
、
彼
の
し
ゆ
ミ
せ
ん
の
ミ
ね
に
て
生
れ
し
二
十
鳥
と
申
と
り
の
子
は
生
て
七
日
と
申
せ
は
、
拾
六
の
羽
根
を
と
薗
の
へ
、
う
み
の
は
て
を
み
ん
と
そ
仕
候
。
ネ
ソ
ネ
ソ
祭
は
岐
阜
県
揖
斐
川
町
北
方
の
春
日
神
社
で
正
月
二
十
日
に
行われた田遊び系の芸能で、田遊びに伴って、翁・三番里・父
（３）
尉から成る「翁」の士云能が演じられた。すでに伝承が途絶え、
詞
章
本
を
伝
え
る
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
「
翁
」
の
詞
章
中
に
右
の
一
節
が
見
え
る
。
こ
の
前
段
に
は
、
龍
の
子
は
生
ま
れ
て
七
日
目
に
し
て
四
つ
の
爪
を
持
ち
、
「
六
て
ん
」
を
か
け
上
が
ろ
う
と
し
、
川
上
で
生
ま
れ
た
亀
の
子
は
七
日
目
に
し
て
八
つ
の
爪
を
持
ち
、
海
の
果
て
ま
で
行
こ
う
と
す
る
、
と
い
っ
た
内
容
の
一
節
が
あ
り
、
そ
れ
と
対
句
を
な
す
も
の
と
し
て右の引用部分が見える。その後に、六十六番の猿楽起源説、
唐
・
天
竺
・
日
本
の
宝
数
え
の
詞
章
が
続
い
て
い
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
北
方
ネ
ソ
ネ
ソ
祭
の
「
翁
」
の
詞
章
が
、
兵
庫
県
上
鴨
川
住
吉
神
社
の
秋
祭
り
で
宮
座
の
若
い
衆
が
演
じ
る
「
翁
」
の
詞
章
と
も
、
多
く
の
共
通
点
を
見
出
し
う
る
点
で
あ
る
。
上
鴨
川
の
「
翁
」
に
は
右
の
引
用
部
分
に
そ
の
ま
ま
該
当
す
る
詞
章
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
と
類
似
の
一
節
が
、
「
竜
の
駒
は
生
れ
て
七
日
と
申
し
し
も
、
つ
れ
を
い
こ
の
方
、
六
天
竺
を
ひ
静
か
す
る
。
千
年
の
鶴
は
、
い
ま
だ
か
い
ご
に
、
千
里をたず一とはに翔らんと」として見え、本来はこの部分に「拾
六
の
羽
根
」
に
関
す
る
詞
章
が
付
随
し
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
と
、
上
鴨
川
と
北
方
ネ
ソ
ネ
ソ
祭
の
「
翁
」
の
詞
章
は
、
と
も
に
『
普
通
唱
導
集
』
が
書
か
れ
た
鎌
倉
後
期
の
古
態
を
伝
え
て
い
る
可
能
性
す
ら
想
定
さ
れ
る
の
だ
が
、
村
上
天
皇
の
御
宇
の
方
固
め
に
言
及
す
る
点
な
ど
、
両
者
の
詞
章
に
は
古
様
を
伝
え
る
箇
所
が
き
わ
め
て
多
く
、
こ
う
し
た
想
定
も
決
し
て
有
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
、
こ
こ
に
は
五
流の「翁」詞章の投影がほとんど見られず、現行の形の「翁」
が
各
地
に
伝
播
し
て
以
後
の
伝
承
と
は
、
到
底
考
え
ら
れ
ず
、
「
翁
」
詞
章の古層を示す伝承であるのは間違いないのである。「翁」の
成
立
に
つ
い
て
考
え
る
際
に
は
、
大
和
猿
楽
の
「
翁
」
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
民
俗
芸
能
の
「
翁
」
を
も
包
括
し
た
視
点
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
上
鴨
川
の
翁
も
、
ネ
ソ
ネ
ソ
祭
の
翁
も
、
と
も
に
「
方
固
め
」
に
言
及
す
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
に
は
「
六
勝
寺
ン
の
後
堂
に
楽
頭
集
り
、
方
固
め
候
へ
て
」
と
あ
り
、
後
者
に
は
「
昔
し
村
上
天
皇
の
う
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呪師走りと「翁」
（呪師）
ち
を
建
立
め
さ
れ
し
御
時
、
四
方
出
仕
さ
る
か
く
参
あ
つ
ま
ｈ
ソ
ほ
ふ
を
か
た
め
よ
と
の
せ
ん
し
か
く
た
り
て
侯
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
方
固
め
の
呪
法
（
主
に
呪
師
が
担
当
し
た
と
思
わ
れ
る
）
と
「
翁
」
と
の
密
接
な
関
わ
り
を
示
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
で
は
、
そ
の
関
わ
り
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
前
掲
の
「
住
吉
社
太
神
宮
諸
神
事
次
第
」
で
あ
る
。
摂
津
住
吉
社
の
お
田
植
え
祭
り
で
は
、
呪
師
と
猿
楽
が
と
も
に
参
勤
し
た
が
、
右
の
神
事
次
第
に
は
、
「
次
呪師一一座、次翁面三座」とあり、「呪師」の芸能に続いて「翁」
が
演
じ
ら
れ
た
ら
し
い
。
こ
の
「
呪
師
」
の
芸
能
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
平
安
後
期
の
修
正
会
・
修
二
会
で
は
呪
師
と
猿
楽
と
が
一
体
と
な
っ
て
参
勤
し
た
こ
と
、
鎌
倉
期
の
「
翁
」
詞
章
の
古
態
を
部
分
的
に
と
ど
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
上
鴨
川
や
ネ
ソ
ネ
ソ
祭
の
「
翁
」
で
は
、
「
方
固
め
」
の
呪
法
に
言
及
し
た
後
に
、
翁
の
由
来
が
語
ら
れ
、
宝
数
え
の
言
葉
が
連
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
右
の
「
呪
師
」
と
「
翁
面
」
の
芸
能
は
、
と
も
に
ペ
ア
を
構
成
す
る
一
組
の
芸
能
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か。すなわち、呪師による除魔の芸能に続いて登場するのが、
猿
楽
の
徒
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
る
「
翁
」
で
あ
り
、
「
翁
」
自
体
は
あ
く
ま
で
猿
楽
の
芸
能
で
あ
っ
た
が
、
呪
師
に
よ
る
露
払
い
を
伴
っ
て
演
じ
ら
れ
る
の
が
、
本
来
の
形
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
実
は
、
こ
れ
と
同
様
の
見
解
は
す
で
に
山
路
興
造
氏
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
「
翁
猿
楽
研
究
の
現
況
」
と
題
す
る
特
集
を
組
ん
だ
「
芸
能
史
研
究
』
一
○
九
号
（
平
成
二
年
四
月
）
掲
載
の
論
文
「
翁
猿
楽
成
立
期
の研究をめぐって」がそれで、一一一番里が古くは「三番猿楽」と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
問
題
と
し
、
成
立
期
の
「
翁
」
で
は
、
鳥
甲
を
戴
い
た
呪
師
の
芸
、
猿
楽
に
よ
る
「
翁
」
の
祝
祷
芸
に
続
い
て
、
三
番
目
に
「もどき」としての一一一番翌が登場したことから、三番猿楽の呼
称
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
三
番
猿
楽
の
呼
称
の
由
来
に
つ
い
て
は
今
は
問
題
に
し
な
い
が
、
「
翁
」
の
前
段
に
、
呪
師
に
よ
る
呪
術
的
な
芸
能
が
あ
っ
た
ろ
う
と
す
る
山
路
氏
の
見
解
に
は
私
も
賛
成
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
先
に
見
た
以
外
に
も
、
そ
れ
を
窺
わ
せ
る
事
例
が
、
民
俗
芸
能
の
中
に
い
く
つ
か
見
出
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
その一つは、伊勢の三色の翁舞」であり、現行五流の〈翁〉
とは異なる独自の形態の「翁舞」が伝承されている。すなわち、
翁
・
三
番
更
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
「
神
楽
（
し
ん
が
く
）
」
と
呼
ば
れ
る
露
払
い
の
芸
能
が
演
じ
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
、
鳥
兜
を
つ
け
た
直
面
の
役
者
が
登
場
し
、
手
に
大
き
な
鈴
と
掻
の
棒
を
持
ち
、
舞
台
の
四
方
を
返
閉
の
足
拍
子
で
踏
み
固
め
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
神
楽
」
は
、
呪
師
の
系
譜
を
引
く
芸
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
呪
師
の
芸
能
が
「
翁
」
の
一
部
分
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
二
色
の
翁
舞
」
が
も
と
も
と
伊
勢
猿
楽
の
和
屋
座
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
き
たことと関係するらしい。すなわち、世阿弥の「風姿花伝』に
「伊勢主司二座、和屋・勝田。又今呪師一座あり」とあるよう
に
、
伊
勢
猿
楽
の
座
は
い
ず
れ
も
呪
師
の
座
か
ら
発
展
し
た
も
の
な
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
伊
勢
で
は
呪
師
の
芸
能
が
後
々
ま
で
失
わ
れ
る
こ
となく、保持されたのだと思われる。
その「一色の翁舞」は、神楽・翁・三番翌の一一一部で構成され
る
。
こ
の
う
ち
、
後
二
者
の
翁
・
三
番
翌
は
、
現
行
「
翁
」
の
演
出
と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
が
、
享
保
十
五
年
（
一
七
三
○
）
の
「
豊
受
皇
太
神
宮
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年
中
行
事
今
式
』
に
は
、
「
大
夫
蒙
面
、
持
大
麻
而
、
奏
翁
舞
」
と
あ
り
、
江
戸
中
期
に
は
、
現
行
と
違
っ
て
、
翁
大
夫
は
大
幣
を
持
っ
て
登
場
し
た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
の
「
神
楽
」
は
、
江
戸
期
の
伊
勢
猿
楽
で
演
じ
ら
れ
ていた「獅子六舞」と同じものであると考えられる。すなわち、
「豊受皇太神宮年中行事今式』によれば、「獅子六舞」は、「猿
楽之徒三人、各著鳥兜、装衣裳、左援抱、右提鈴、出舞台之中
間
、
鼎
ノ
如
二
立
チ
、
鳥
ノ
如
二
脂
、
不
調
、
不
鼓
、
只
撃
抱
、
憾
鈴
、
廻舞。舞之三四回去」というものであったが、演者の人数が異
な
る
も
の
の
、
そ
の
芸
態
が
現
行
の
「
神
楽
」
と
き
わ
め
て
類
似
す
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
「
獅
子
六
舞
」
の
「
獅
子
」
が
呪
師
の
転
誰
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
諸
先
学
の
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
が
、
「
豊
受
皇
太
神
宮年中行事今式』が、「先奏獅子六舞、次奏翁舞及三番要」と
記
す
よ
う
に
、
そ
の
位
置
づ
け
は
、
や
は
り
「
翁
」
と
は
別
の
演
目
で
あ
り、その前段に位置する露払いとしての芸能と見なされていた
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
『
住
吉
太
神
宮
諸
神
事
次
第
』
に
「
次
呪
師
」
「
次
翁
面
」
と
並
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
も
相
通
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
他
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
が
限
ら
れ
る
た
め
、
簡
単
に
触
れ
るにとどめるが、東北地方の山伏神楽で最初に舞われる「鳥舞」
（鶏舞・みかぐら）と、それに続く「翁」「三番要」が、やはり
呪
師
芸
と
「
翁
」
の
組
み
合
わ
せ
の
残
存
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
て
い
る
。
こ
の
「
鳥
舞
」
は
、
鳥
兜
を
付
け
た
二
人
の
舞
手
が
手
に
鈴
と
扇
を
持
ち
、
足
拍
子
に
よ
る
反
閉
を
繰
り
返
す
と
い
う
も
の
で
、
伊
勢
猿
楽
の
「獅子六舞」と同じく、「翁」の露払いとしての機能を担ってい
る。「鳥舞」という、鳥に因んだ曲名が付けられているが、あ
るいはそこに「禮如飛鳥」ｓ釈氏往来』）、「鳥ノ如二肘」（『豊
「翁」は呪師の芸能から発展したものではない、という主張
の
も
と
に
論
を
進
め
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
「
翁
」
と
呪
師
と
が
無
関
係
で
な
い
こ
と
も
ま
た
確
か
で
あ
る
。
例
えば、尾張熱田神宮の遷宮に、猿楽の宮福大夫と呪師がともに
参
勤
し
て
い
た
こ
と
は
先
に
も
触
れ
た
が
、
そ
の
同
じ
尾
張
国
の
国
府
宮
で
毎
年
正
月
に
行
わ
れ
た
儀
追
祭
で
の
翁
舞
は
、
呪
師
が
本
来
持
っ
て
い
た
除
魔
的
要
素
を
、
後
世
、
猿
楽
が
引
き
継
い
だ
こ
と
を
如
実
に
物
語
る
貴重な伝承といえる。
国
府
宮
の
麟
追
祭
は
、
伊
勢
阿
濃
津
観
音
寺
の
修
正
会
と
同
じ
く
、
特
定の人物を災厄の象徴と見立て、これを追い立てつつ、さんざ
ん
に
懲
ら
し
め
る
と
い
う
修
正
会
の
追
雛
行
事
で
あ
る
。
国
府
宮
の
場
合
、
街道を通りかかったものを捕らえ、その人物（憾負人という）
に
国
中
の
災
厄
を
集
め
た
藁
人
形
と
士
餅
を
背
負
わ
せ
る
と
い
う
特
異
な
伝
承
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
雛
追
祭
に
と
も
な
っ
て
、
宮
福
大
夫
に
よ
り
「翁」が舞われた。それは「作翁舞、宮福反閉此神事専用剣刀、
払邪迫徽之儀也」（大国霊神社蔵寛政十年「国府宮社記ごとあ
るように、剣刀による反閉を伴った特殊なもので、「反閉之翁」
と呼ばれたという。祭りの期間中、様々な場所で「翁」が舞わ
れ
た
が
、
と
り
わ
け
目
を
引
く
の
は
、
正
月
十
四
日
の
晩
に
行
わ
れ
た
政
所
で
の
行
事
で
あ
る
。
群
衆
に
よ
っ
て
散
々
に
打
榔
さ
れ
た
健
負
人
が
政
受
皇
太
神
宮
年
中
行
事
今
式
ご
と
称
さ
れ
た
呪
師
芸
の
面
影
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
三
、
反
閉
の
翁
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呪師走りと「翁」
所
の
仮
屋
に
連
れ
出
さ
れ
る
と
、
正
・
権
の
両
神
主
が
牛
王
、
社
僧
が
錫
杖
、
惣
社
家
が
刀
を
手
に
持
っ
て
健
負
人
を
取
り
囲
み
、
災
い
を
転
移
さ
せ
た
人
形
を
打
ち
付
け
て
、
そ
れ
を
追
い
払
う
所
作
を
し
た
後
、
正
・
椎
神
主
が
そ
の
人
形
を
拾
い
集
め
、
政
所
の
辰
巳
の
角
で
焼
き
捨
て
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
宮
福
大
夫
も
加
わ
り
、
人
形
が
焼
か
れ
た
場
所
に
進
み
出
て
、
「
秘
語
唱
、
脇
指
抜
、
反
拝
と
申
儀
」
を
勤
め
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
権
神
主
が
榊
を
持
っ
て
「
秘
事
之
神
語
」
を
唱
え
、
「
種
蒔
」
を
行
っ
た
が
（同社蔵元禄十年「覚邑、これら政所仮屋での一連の行事が、
呪師による反閉儀礼を継承したものであるのは間違いない。と
い
う
の
も
、
呪
師
座
の
流
れ
を
汲
む
伊
勢
の
和
屋
大
夫
に
よ
る
方
堅
の
次
第
「
中
村
方
堅
執
行
覚
」
に
、
「
二
、
人
形
ゑ
ほ
し
す
お
ふ
は
か
ま
ぬ
か
せ
取
、
宮
の
う
し
ろ
い
ぬ
い
に
て
焼
」
「
三
、
福
の
種
ま
く
」
と
あ
る
の
と
ま
っ
た
く
同
様
の
呪
法
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
江
戸
期
の
国
府
宮
麟
追
祭
で
こ
の
麟
追
の
儀
礼
に
関
わ
っ
た
の
は
宮
福
大
夫
や
国
府
宮
の
神
主
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
尾
張
国
の
熱
田
神
宮
に
お
い
て
、
江
戸
中
期
頃
ま
で
宮
福
大
夫
と
呪
師
と
が
一
体
と
な
っ
て
遷
宮
祭
に
参
勤
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
国
府
宮
で
も
か
つ
て
は
呪
師
が
参
勤
し
、
灘
追
儀
礼
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
呪
師
の
参
勤
が
途
絶
え
た
後
、
宮
福
大
夫
や
神
主
ら
が
呪
師
の
呪
法
を
受
け
継
ぎ
、
代
行
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
南山城でもすでに鎌倉後期、猿楽が方堅の儀礼を行っていたこ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
同
様
に
猿
楽
が
呪
師
芸
を
引
き
継
い
だ
事
Ⅷ例と考えられているが、その意味において、能勢氏が指摘され
た
、
猿
楽
に
よ
る
呪
師
芸
の
代
行
、
と
い
う
見
通
し
は
確
か
に
的
を
射
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
、
「
方
堅
」
の
よ
う
な
特
殊
な
呪
法
に
限
っ
て
の
こ
と
で
あ
り
、
「
翁
」
は
あ
く
ま
で
猿
楽
の
持
ち
芸
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
呪
師
と
猿
楽
と
の
関
係
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
よ
っ
て
か
な
り
事
情
が
異
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
例
え
ば
、
冒
頭
で
触
れ
た
備
前
国
の
よ
う
に
、
鎌
倉
期
か
ら
室
町
期
を
通
じ
て
呪
師
が
活
動
を
続
け
て
い
た地域もあれば、伊勢国のように、呪師が猿楽に転身して、「翁」
や
能
を
演
じ
る
に
い
た
っ
た
ケ
ー
ス
な
ど
も
あ
り
、
呪
師
と
猿
楽
と
の
関
係
は
、
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
民
俗
芸
能にも、呪師が「翁」を演じたのではないかと思われる例が散
見
す
る
。
鹿
児
島
県
隼
人
町
の
鹿
児
島
神
宮
で
正
月
七
日
の
豆
撒
き
神
事
に
と
も
な
っ
て
行
わ
れ
る
「
翁
舞
」
が
そ
れ
で
、
神
宮
所
属
の
隼
人
職
、
小倉家により代々伝えられたものであり、山路氏も前掲論文の
中
で
、
鳥
兜
姿
の
翁
舞
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
だ
実
見
の
機
会
を得ないが、宮武省三『九州路の祭儀と民俗』（昭和十八年。
三元社）によれば、鳥兜様の帽子を被った演者が翁面を着け、
風呂敷包みから巻物を恭しく出して、次の詞章を読み上げると
いやフ。あ
げ
ま
き
や
と
ん
ど
や
ひ
ろ
ば
か
り
や
ア
ー
と
ん
ど
や
峰
に
若
松
沢
に
鶴
海
に
候
て
は
亀
の
よ
は
ひ
の
久
し
き
や
き
て
も
し
や
う
と
う
お
に
は
ひ
の
た
め
清
く
万
事
こ
の
詞
章
は
ご
く
断
片
的
な
が
ら
、
上
鴨
川
住
吉
神
社
や
美
濃
北
方
ネ
ソネソ祭の「翁」のほか、遠江西浦田楽、土佐吉良川御田など
の
「
翁
」
詞
章
に
も
類
似
の
文
句
が
見
え
、
そ
の
伝
承
が
決
し
て
新
し
い
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
「
翁
」
が
呪
師
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
の
は
、
呪
師
と
同
様
の
鳥
兜
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の帽子を被っていることに加えて、隼人職の小倉家がこの「翁」
とともに伝承している隼人舞と呼ばれる芸能が、呪師芸を扮佛
さ
せ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
隼
人
舞
は
現
在
旧
暦
八
月
十
五
日
の
例
祭
に
行
わ
れ
、
大
矛
と
中
啓
を
持
っ
た
鳥
兜
姿
の
舞
手
が
中
啓
を
高
く
か
か
げ、あるいは大矛を捧げ持って、反閉の足拍子を踏みながら、
大
き
く
円
を
描
く
よ
う
に
左
に
右
に
回
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
芸
態
が
呪
師
芸
と
の
類
似
を
思
わ
せ
る
。
こ
の
隼
人
職
が
呪
師
の
系
譜
を
引
く
も
の
か
ど
う
か
は
、
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
が
、
鎌
倉
末
期
以
後
、
呪
師
に
対
し
て
猿
楽
が
圧
倒
的
に
優
位
な
立
場
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
畿
内
と
は
異
な
り
、
地
方
に
お
い
て
は
な
お
呪
師
の
勢
力
が
根
強
く
、
逆
に
呪
師
が
猿
楽
芸
に
進
出
す
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
〈
翁
〉
の
成
立
と
呪
師
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
要
点
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
①〈翁〉はもともと呪師の芸能であったとする説が定説で
あるが、芸態上の相異から見て、〈翁〉が呪師の芸能か
ら
発
展
し
た
も
の
と
は
考
え
が
た
い
。
②鎌倉後期の「住吉太神宮諸神事次第』には、「呪師」と
「翁面」とが別々に挙がっており、「翁」は呪師の芸能で
は
な
く
、
当
初
か
ら
猿
楽
の
芸
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
③
猿
楽
の
芸
能
で
あ
る
「
翁
」
は
、
呪
師
に
よ
る
除
魔
の
呪
術
的
芸
能に続いて演じられるのが古い形で、「呪師芸」と「翁」
は
一
組
の
ペ
ア
を
構
成
し
て
い
た
。
お
わ
り
に
以上が本稿の要点であるが、これを踏まえ、薪猿楽の「翁」
が「呪師走り」と呼ばれてきた背景について、あらためて考え
てみたい。「翁」を「呪師走り」と呼んだ明確な例としては、
管
見
の
限
り
、
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
十
六
年
（
一
四
八
四
）
二
月
六
日
条
の
記
事
が
最
も
古
い
が
、
実
際
の
用
例
は
さ
ら
に
遡
り
、
同
記
の
文
明
二
年
二
月
六
日
条
に
「
昨
日
於
社
頭
呪
師
奔
事
、
金
春
座
沙
汰
云々」と見えるのも、金春座の沙汰とあることから、やはり「翁」
の
呼
称
と
し
て
の
用
例
に
加
え
て
ま
ず
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
「
経
覚
私
要紗」文安六年（一四四九）二月五日条や享徳二年（一四五一一一）
同
日
条
に
「
薪
猿
楽
ス
シ
走
在
之
云
々
」
の
「
ス
シ
走
」
も
、
「
翁
」
を
指
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
興
福
寺
修
二
会
を
母
体
と
す
る
薪
猿
楽
に
お
い
て
「
翁
」
が
「
呪
師
走
り
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、
「
翁
」
が
か
つ
て
呪
師
に
よ
り
演
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
見
る
の
が
通
説
で
あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
「
住
吉
太
神
宮
諸
神
事
次
第
』
に
お
け
る
「
呪
師
」
と
「
翁
面
」
の
記
述
や
、
伊
勢
猿
楽
が
伝
承
し
て
い
た
「
翁
舞
」
の
形
態
な
ど
を
参
照
す
る
な
ら
、
「
翁
」
の
前
段
に
「
呪
師
走
り
」
に
相
当
す
る
呪
師
芸
が
演
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示すものと見るべきであり、呪師の参勤が途絶え、「呪師走り」
が
演
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
後
も
、
そ
の
名
目
だ
け
が
残
っ
た
も
の
と
考
え
られる。南都の若宮おん祭りで田楽座が演じた「立合」の舞が、
お
ん
祭
り
の
次
第
書
に
「
も
ど
き
・
開
口
・
立
合
」
と
他
の
演
目
と
続
け
て
書
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
「
も
ど
き
」
「
開
口
」
が
上
演
さ
れ
な
く
な
っ
た
後
に
、
そ
れ
が
「
立
合
」
の
名
称
と
し
て
誤
解
さ
れ
、
江
戸
期
以
降
、
「
も
ど
き
開
口
の
立
合
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
、
以
前
、
拙
稿
「
田
楽
座
の
稚
児
と
老
分
」
含
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
平
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呪師走りと「翁」
成
二
十
一
年
十
月
号
）
で
指
摘
し
た
が
、
「
翁
」
が
「
呪
師
走
り
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
あ
る
い
は
同
様
の
経
緯
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
先
の
「
住
吉
太
神
宮
諸
神
事
次
第
』
と
同
じ
く
、
「呪師走り・翁」と続けて次第書に書かれていたのを、「呪師走
り」の「翁」と誤解されたと考えるのである。
ま
た
、
薪
猿
楽
に
お
い
て
は
「
翁
」
以
上
に
、
そ
の
前
段
の
「
呪
師
走
り
」
の
方
が
よ
り
重
視
さ
れ
て
い
た
時
代
が
か
つ
て
存
在
し
、
そ
の
こ
と
が
、
「
呪
師
走
り
」
の
名
を
後
代
に
残
す
こ
と
に
な
る
、
も
う
一
つ
の
大
き
な要因であった可能性もある。興福寺側の記録が「翁」を「呪師
走り」と記録するのに対し、春日社社家の日記は、「薪猿楽、ス、
ヲ
於
拝
屋
ハ
シ
リ
了
」
（
玉
井
家
蔵
「
薪
能
番
組
』
所
引
「
応
永
廿
三
年
祐冨日記」）、「薪猿楽、スシ於社頭ハシリ了」（千鳥家蔵『永享
二年御神事記』）などのように、「呪師」が社頭で走った、と記録
す
る
も
の
が
多
く
、
こ
れ
も
実
際
に
は
「
翁
」
の
上
演
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
翁
」
の
芸
能
を
「
ハ
シ
リ
」
と
表
現
す
る
の
は
い
か
に
も
不
自
然
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
実
際
に
呪
師
が
参
勤
し
て
「
呪
師
走
り
」
を
行
っ
て
い
た
古
い
時
代
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
はなかろうか。
で
は
、
薪
猿
楽
に
は
い
つ
頃
ま
で
呪
師
が
参
勤
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か。これについては何ら明確な資料を見出せないのであるが、
春
日
権
神
主
師
盛
の
「
至
徳
二
年
記
』
二
月
四
日
条
の
次
の
記
事
が
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
、
あ
る
い
は
参
考
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
今
日
、
薪
猿
楽
社
頭
へ
参
候
、
［
］
酒
等
自
両
惣
官
下
給
、
［
］
但
ス
シ
ヲ
バ
不
走
也
云
々
、
修
二
月
始
行
ノ
時
必
々
可
令
参
勤
之
由
申
之
云
々
こ
れ
は
至
徳
二
年
（
一
三
八
五
）
の
薪
猿
楽
の
折
、
猿
楽
が
社
頭
に
参
勤
し
た
も
の
の
、
「
呪
師
走
り
」
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
記
事
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、
猿
楽
座
を
構
成
し
て
い
た
翁
グ
ル
ー
プ
と
演
能
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
、
翁
グ
ル
ー
プ
が
参
勤
し
な
か
っ
た
た
め
に
「
翁
」
が演じられなかったことを示すものと解釈するのが通説である
が
、
翁
グ
ル
ー
プ
・
演
能
グ
ル
ー
プ
の
違
い
が
当
時
の
猿
楽
座
に
存
在
し
たのかが疑問視されるのに加えて、猿楽が参勤しつつも「翁」
が演じられないのは、やはり不自然であり、なお再検討の余地
を
残
し
て
い
よ
う
。
例
え
ば
、
永
享
七
年
（
一
四
三
五
）
の
伏
見
山
田
宮
の神事猿楽では、「猿楽、無仕手之間、翁面許也」と、「仕手」
（大夫）が不在にもかかわらず、「翁」だけは演じている（「看
聞日記」）。猿楽にとって「翁」は最も重要な演目であり、役者
が不足であっても、簡略な形なりで演じるのが当然であろう。
右の記事が、興福寺の修二会から切り離されて薪猿楽が行われ
る
よ
う
に
な
っ
て
間
も
な
い
時
期
の
記
録
で
あ
る
こ
と
、
延
引
し
た
修
二
会
が
行
わ
れ
る
際
に
は
あ
ら
た
め
て
参
勤
せ
よ
、
と
あ
る
こ
と
な
ど
を
も
考慮するなら、右の「スシヲバ不走也」は、猿楽の「翁」では
なく、文字通り、呪師の芸能が演じられなかっ
たこと
を示す文
言として解釈することが可能なのではなかろうか。あるいは、
呪
師
が
参
勤
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
そ
れ
と
セ
ッ
ト
で
上
演
さ
れ
る
べ
き
「翁」も演じられなかった、と解釈することも可能であろう。
大
和
を
本
拠
と
す
る
呪
師
の
動
向
は
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
に
は
、
文
明
九
年
Ｃ
四
七七）五月二十八日条に「於大安寺、呪師勧進云々」とあり、
呪
師
が
文
明
頃
ま
で
活
動
し
て
い
た
の
は
確
か
ら
し
い
か
ら
、
南
北
朝
期
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Ｔ注
、．－
の薪猿楽に呪師がなお参勤し、「呪師走り」を行っていたことは
十分に考えられる。その傍証として、最後に『幸正能口伝書」の
一
節
を
引
い
て
お
く
。
幸
正
能
は
戦
国
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
金
春
座
の
小
鼓
役
者
で
、
か
な
り
時
代
が
下
っ
た
伝
承
に
な
る
が
、
そこでは薪猿楽の大宮社頭の「翁」について、次のように見える。
二
月
五
日
、
太
宮
殿
御
前
八
講
屋
に
て
式
三
番
ア
リ
。
其
後
、
呂
律
し
ゆ
っ
し
ば
し
り
と
云
事
御
座
候
也
。
「
式
三
番
」
す
な
わ
ち
「
翁
」
の
後
に
、
別
に
「
呂
律
し
ゆ
っ
し
ば
し
り」が行われたとあり、「翁」と「呪師走り」とがそれぞれ別々
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
点
が
何
よ
り
興
味
深
い
。
「
呂
律
し
ゆ
っ
し
ば
し
り
」
の
「
呂
律
」
が
何
を
意
味
す
る
の
か
な
ど
、
不
明
な
点
も
少
な
く
な
い
が
、
薪
猿
楽
に
お
け
る
「
呪
師
走
」
の
実
態
を
含
め
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
な
お
後
考
を
期
し
た
い
。
（３）
（２）
明
和
四
年
二
七
六
七
）
成
立
の
『
椎
狭
考
」
に
、
「
岡
山
小
倉
氏
」
の
談
と
し
て
、
「
備
後
美
作
の
辺
」
で
「
劒
の
へ
ん
は
い
」
と
い
う
芸
能
が
行
わ
れ
て
い
た
由
が
見
え
る
が
（
巻
五
散
楽
祭
礼
項
）
、
こ
れ
も
呪
師
芸
の
系
譜
を
引
く
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
後
藤
麻
衣
子
「
羽
は
十
六
」
Ｓ
民
俗
芸
能
研
究
」
四
十
号
。
平
成
十
五
年
）
に
よ
っ
て
、
古
戸
田
楽
の
「
羽
は
十
六
」
と
同
様
の
詞
章
が
、
鳥
追
い
歌
と
し
て
、
東
日
本
を
中
心
に
幅
広
く
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
「
羽
十
六
」
は
「
翁
」
に
字
を
「八々羽」と見立てた秀句の一種なのかも知れない。
渡
辺
伸
夫
「
美
濃
北
方
ネ
ソ
ネ
ソ
祭
の
猿
楽
」
ｓ
演
劇
研
究
』
八
号
。
【付記】私が表先生から身近に教えを受けるようになったのは、能
楽
研
究
所
の
兼
任
所
員
と
な
っ
た
平
成
十
六
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
それ以来、何か新しい発見や論文の腹案があると、表先生にそ
の内容を話し、ご意見をうかがうのが常だった。本稿で取り上
げた「翁」についても、早くから能勢氏以来の通説となってい
る
呪
師
芸
起
源
説
に
疑
問
を
持
ち
、
そ
の
成
立
に
つ
い
て
の
試
案
を
暖
め
つ
つ
あ
っ
た
が
、
能
楽
史
上
の
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
ま
た
表
先
生
の
説
に
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
内
容
で
も
あ
る
た
め
、
も
う
少
し
論
を
深
め
た
後
、
先
生
も
出
席
さ
れ
て
い
た
能
研
主
催
の
若
手
研
究
会
で
発
表
し
て
、
ご
批
正
を
仰
ご
う
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
機
会
が
永
遠
に
失
わ
れ
た
こ
と
が
、
ま
こ
と
に
残
念
で
な
ら
な
い
。
先
生
は
お
亡
く
な
り
に
な
る
前
夜
も
、
若
手
研
究
会
に
出
席
さ
れ
、
後
進
の
指
導
に
あ
た
ら
れ
て
い
た
。
研
究
会
で
の
先
生
の
叱
陀
激
励
は
時
に
厳
し
い
も
の
だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
後
進
の
研
究
者
に
対
す
る
多
大
な
期
待
の
現
わ
れ
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
期
待
に
私
達
が
ど
れ
だ
け
応
え
ら
れ
た
か
、
は
な
は
だ
心
元
な
い
が
、
研
究
会
で
の
先
生
の
言
葉
の
一
つ
一
つ
を
心
に
留
め
、
真
塾
に
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
で
少
し
で
も
御
学
恩
に
報
い
た
い
。
昭和五十一年三月）参照。
（みやもとけいぞう・能楽研究所准教授）
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